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今日の観察会は、集合した馬橋駅からバスで５分ほ

ど走ったバス停「水砂」が歩き出しのスタート地点。

バス停水砂で２名合流し、２５名となった一隊は子安

神社に向かった。晴天に恵まれ、うっすらと汗を感じ

る。細い道にも拘らず、車がひっきりなしに通る生活

道路になっている。 

武蔵野線の陸橋脇を越えると目の前に見える階段が

子安神社境内につながっている。ケヤキ、スダジイ、

シラカシ、コウヤマキからなる鎮守の森が日をさえぎ

り、ひんやりと感じる。1645 年の創建というから 400

年近くこの土地を見守り続けている。祭神は木花開耶

姫で近郷の人びとから子育ての神様として親しまれて

いる。神社の境内を抜けると長聖寺（ちょうしょうじ）

が隣り合っている。長聖寺は 1616 年に大谷口真言宗

大勝院の末寺として開かれた。十一面観音菩薩などが

有名である。北側の参道には、フユザクラがチラホラ

と開花、アオスジアゲハも舞うなど、春と夏の名残が

一緒に来たような思いがけない光景に出会って得した

気分になった。 

長聖寺を後に北へ進むと金谷寺（きんこくじ）が見

えてきた。山門の前には樹齢 60 年を超える桜がある。

松戸の七福神・毘沙門天をまつる曹洞宗の寺院で、山

門を入ると左手に七福神の石像が並んでいる。境内に 

はオオバボダイジュがあった。お釈迦様の言い伝えか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

           金谷寺住職のお話を聞く 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ら、寺院にはボダイジュを植えているところが多いが、

インド地方の菩提樹はゴムの木の一種で、日本でいう

ところのボダイジュとは違うようだと説明があった。

ボダイジュのタネの飛ぶ様子やコノテガシワを観察し

た後、本堂裏手から緑町の斜面林を眺めた。視野の右

方には６号線を挟んで蘇羽鷹神社（そばたかじんじゃ）

につながっている緑の帯が確認できた。本堂正面に戻

ると住職から八ヶ崎一帯の谷地と舌状台地からなる八

ヶ崎八景のお話をうかがうことができた。 

金谷寺から武蔵野線のガードをくぐり、緑町に入り、

斜面林を下から眺めた。手入れはされているようだが、

シュロ、アオキが点在し、人の手が入るのを拒むよう

な雑然さと急斜面に参加者は驚きを隠せなかった。ク

サギが開花、緑の葉に囲まれ瑠璃色の実とのコントラ

ストが見事であった。緑の帯が途切れ、急斜面を上り

道路が水戸街道（国道６号）までつながっている。水

戸街道を渡ると朱の柱が鮮やかな社殿を持つ蘇羽鷹神

社が見えてきた。1576 年千葉一族の守護神として創立

されたといわれている。ご神体は鋳鉄製人像神である。

神社境内にはスダジイ、ホンサカキなどが観察できた。

小休憩を取ると、南欧を思い起こさせるような真新し

い住宅が立ち並ぶ二ツ木地区 

を北進し、幸谷小学校手前に 

本日二つ目の急斜面の上りが 

あった。急斜面を登りきると 

幸谷観音、福昌寺が姿を見せ 

た。幸谷観音は福昌寺の観音 

堂で本尊は十一面観音。この 

辺り一帯は野生馬の放牧地で 
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「緑の回廊を歩く 

～八ヶ崎から幸谷～」 

報告: 藤田 隆  
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あったことから野馬追いの絵が奉納され、白馬の像、

ダルマなどが祀られていた。 

 幸谷観音、福昌寺から「関さんの森」へ向かった。

子どもたちの歓声が聞こえる。「子どもの広場」で野球

に興じる子どもたちが遊んでいた。この広場は関さん

が４０年前から松戸市民に開放しているもの。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

昼食後、関さんの庭で学習会が開かれた。関美智子

さんが「森を残すのは大変です。一度開発されたら緑

の破壊を止めることができなくなる」と話はじめた。

「人工的なものだけに囲まれて生活することになった

らどんなに生きにくいことだろうかと考えている。松

戸市の中でも小さな緑地で、ほんの２．１ｈａだけれ

ども、森があるだけでほっとできる。毎年、２０００

人くらいの小・中学生が利用し、子どもたちの環境学

習に役立っている。」と、森を残す熱意が伝わってきた。 

３・３・７号線が関さん宅を分断する計画が、今に

も実施されそうになっている点について、「７月には強

制収用の手続き開始ということになったが、多くの人

たちが守ってくれた。そうした支援の力も私のエネル

ギーになっている。行政に分かってもらうため、粘り

強く話し合いを続ければ、少しは分かってもらえるの

ではないかと思っている。」と話し合いによる解決に向

けての心情を語った。 

参加者から、「４４年前の計画が今になって動き出し

たことに奇異な感じを受ける」、「かつてのトンネル案

はどこに行ったのか」、「新松戸の住宅地の中にこれだ

けの緑が残されていることにびっくりした」、「テレビ

の放送で見ていたが、目の当たりにして大変な問題が

あることを知った。松戸市民は問題意識を育てる点が

弱い。あきらめるのでなくもっと良くしたいという意

識を持ち続けたい」と緑地の保全と道路問題にからむ

開発計画についての意見があり、関心の高さを示して

いた。緑や生き物に関心を示す人たちばかりでないの

は現実だが、生きられる生物の種類が次第に少なくな

っているのも現実である。環境破壊が進み、生き物 

も人類も生きにくくなっているはずだ。これを止める

方向へ舵を切るのは容易いことではないようだ。 

 

 

 

 

 

今年も、10月 28日から 12月 2日まで、五回にわたって

「里やまボランティア入門講座 2008」が実施され、意欲の

満々の方々が終了されました。今回は、毎週連続開催で

ハードでしたが、昨年の反省から内容を精選し、少し余裕

のあるプログラムでした。 

20 代の学生さんから○○代の方まで、今年もバラエティ

ーに富んだメンバーが参加。スタッフも、里やま応援団グ

ループ各期の方々が加わり、ますます充実してきました。 

１日目は高野さんの講義と矢切の斜面林の観察、2日目

は柳井先生・島村さんの講義と、昨年の修了生が活動を

始めたしんやまの森の観察、3 日目は関さんの森、森所有

者のお話、グループワーク、4 日目は金ヶ作の森で作業体

験とお楽しみ、5日目は里やま活動団体のお話とグループ

ワーク、修了式。始めから打ち解けた雰囲気で、特にグル

ープワークはとても積極的な発表が行なわれました。 

12月17日には、講座終了後の交流会が開かれ、6期修

了生として活動を継続することを確認、さっそく連絡係が選

出されました。これから、先行里やま活動団体を順繰りに

訪問し、経験を重ねてから独自の活動へつなげて行こうと

しています。 

 

 

 

 

12月 13 日、里やまボランティア入門講座修了生を中心

とする１期～５期の里やま活動団体が、「里やま応援団グ

ループ（仮称）」として、初会合を開きました。今後月一回

程度、共通する課題などについて、意見交換の会合を開く

ことになりました。定例会合は、八幡腰の森の作業日（第一

月曜日）の午後 3時から。次回は、2月 2日です。 

 

 

 

  

 12 月１３日（土） ｐ.ｍ.１：30～3：30  松戸市まちづくり

交流室テント小屋にて、緑関連グループの意見交換会が

行われた。里やまボランティア 1期～5期の会はじめ、関さ

んの森を育む会、溜ノ上レディース、金が作の森を育む会、

根っこの会、八幡腰森の会、わんぱくんの森の会、緑推進

緑関連グループ意見交換会 

に参加して・・・    渋谷 孝子 

 

第６回里やまボランティア入門講座 

報告      野口功 

里やま応援団グループが初会合 

報告  野口功 
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委員会など、関連のグループからの報告があった。 

囲いやまの森では第 2 回「森の音楽会」が実施され、四

季の会では助成金について花王緑化基金のヒアリングが

あった。わんぱくの森では助成金を受けて5回のイベントを

実施したが、かなり大変だったとのこと。八幡腰の森では市

内ではじめて「里やま協定」の認定申請が行われた。また

横断的な〈伐倒作業の勉強会〉や〈クラフトの勉強会〉、そし

て一期から五期までのグループの会合も予定されるなど、

それぞれ活発な活動が行われている。 

続いて都市の里やまと里やまボランティアのあり方

や、東葛里やまシンポジウムのその後についての意見

交換や、ノコギリ、カマ、ヘルメットなど、それぞれの会で持

っている備品をお互いにイベント等では融通しあいましょう

との声も上がった。 

一方、金が作の森では隣接果樹園との境界のケヤキ大

木 18 本を伐採することが決まり、その作業準備として竹

350 本の伐採をするため、作業応援の要請があった。八ヶ

崎の森でも近隣への配慮から、樹林の大きな伐採が行わ

れたとの報告があった。 

緑を守りたいと汗を流しているボランティア活動だが、時

にこういう事態になることが大変悲しい。地権者さんが伐採

に追い込まれるのを前にしながら、私たちボランティアがで

きることの限界を思い知らされる。ボランティアが森の整備

をしたからといって、森が森のまま残る保障は何も無く、現

在の制度の下では都市部の森存続の見通しは明るくない。

けれども、遠くから手をこまねいてみるだけで、嘆いたり批

判しても何も始まらないから、やっぱり汗を流したり、知恵

を寄せ合ったりしながら、皆で考えていくしかないのだと思

う。  

今年初めて国会陳情に市民ボランティアが地権者に同

行した。地権者が自分の財産を守るためではなく、市民が

地域の財産である森を守るための陳情であることを訴える

必要がある。今後も市民として何が出来るのかを皆で考え、

行動につなげていきたいと思う。 

 

 

 

 

里山緑地の農地並相続税納税猶予と里山緑地総合支

援制度創設の陳情活動に、08/11/13(木)、森林所有者

の会の御供をして参加してきました。 

山林所有者の会は市川みどり会 4 名、松戸ふるさと

森の会 2 名、かしわ里山の会 2 名、行政は市川市役所

4 名、松戸市役所 2 名、柏市役所 2 名、賛同団体から

は市川市のボランティア代表の深野が参加し、合計 17

名でした。 

陳情先で会えた方は、自民党税制調査会長津島氏、

林野庁林政部長針原氏、財務副大臣竹下亘氏でした。

この他に陳情書の提出は財務大臣、主計局長、自民党

税調小委員長など。案内役は渡辺議員の政策秘書藤村

氏であり、要所で地元選出の衆議院議員渡辺博道氏、

桜田義孝氏、実川幸夫氏、薗浦健太郎氏が参加しご案

内頂きました。 

津島会長から前向きに考えたい、林野庁から都市の

緑を守る動きもあり、相続税の減免にも努力している、

竹下副大臣からは、いっしょに都市の緑を子供らのた

めに残しましょう…とのコメントがそれぞれありまし

た。私の受けた陳情結果はいずれも「都市部の森」に

ついて言及し、多少は理解をしてくれているような感

じでした。選挙が近いのでリップサ－ビスぎみ？だっ

たかもしれませんが…。所有者の会の参加者で、こん

なに感触がいいのは今までになかったと言っている方

もいました。 

初めての参加で急な準備に戸惑いもありましたが、

継続していくことで今後の成果に繋げていきたいもの

です。（深野） 

 

 

 

 

 

 

11 月 21 日（金）松戸市民劇場にて、「都市の里山を

子どもたちの未来に」をテーマにした『里山フォーラ

ム』を開催しました。平日金曜日の夜にもかかわらず、

140 名の方々にご参加いただき、成功裏に終了いたし

ました。 

 パネリストは、中村俊彦氏（千葉県立中央博物館副

館長）、木下勇氏（千葉大学教授）、関啓子氏（一橋大

学教授）、またコーディネーターには安藤聡彦氏（埼玉

大学教授）。 

 それぞれ生態学・都市計画・環境教育の視点から、

都市に残る里山の価値について基調講演を行いました。

講演は事例報告も含め大変内容が濃く、かつ感動的な

ものでありました。 

 続いて行われたパネルディスカッションでは、会場

の参加者から、政策決定のプロセス、斜面林や都会の

小さな里山を残す仕組み、環境保護のビジネスモデル

についての質問がだされ、それに対してパネリストか

ら答えるということで、時間的な制約はありましたが、

大いに会場は盛り上がりました。 

 最後のまとめは、実行委員長の中村攻氏（千葉大学

｢都市の里山を考えるフォーラム｣開催 

｢都市の里山を考えるフォーラム｣実行委員会 

川上 将夫 

国会陳情に市民ボランティアも  

深野 靖明  



緑ネット通信 23 号 

 

 

- 4 - 

観察学習会 24 「千駄堀＊森の小径観察＆クリーンアップⅣ」 

ステキな森の小径を皆でごみ拾いし、緑を愛する市民の力できれいにしましょう。 

里やま講座５期修了生の活動している森の見学や自然観察も。 

室内で昼食、午後は学習会「市民力で森を守ろう！」 

２月８日(日)  ９：３０～１４：００ 小雨決行 参加費 １００円（会員は無料） 

集合 新京成線八柱駅北口  持ち物 弁当、飲み物、雨具、タオル、あれば軍手等掃除用具        

お問い合わせ 080-5080-9910 渋谷  ※終了後定例会をいたします。どうぞご参加ください。   

～しぜんのコラム⑤～ 

お菊虫の不思議 
 

関さんの森・道路問題ではお騒がせしています。

休日は育む会の会員が当番制で、訪問客をガイドし

ていますが、そのおかげで関さんの森、特に関家の

庭を丹念に観察するようになりました。おかげで、

新しい発見と季節の移り変わりを感じています。 

新しい発見のひとつは、関家の新しい門の軒下に

ぶらさがる不思議な蛹。ジャコウアゲハの蛹です。

ていねいに探すと５つもありました。 

この蛹、「お菊虫」とも呼ばれますが、番町皿屋

敷のお菊さんが、後ろ手に縛られた形に見立ててと

の説もあります。 

ところで、ジャコウアゲハの幼虫は有毒のウマノ

スズクサが食草。この毒は成虫の体まで残るので、

ジャコウアゲハは鳥などには食べられません。そこ

で、クロアゲハやオナガアゲハは、ジャコウアゲハ

のふりをする（擬態）ことにより、鳥による捕食か

ら身を守っています。 

それにしても不思議なのは、いくら探してもウマ

ノスズクサが見つからないこと。探し方が悪いの

か、それとも食べ尽くしたのか。ウマノスズクサは

多年草なので、来年、探してみようと思います。 

（山田 純稔） 

 

 ジャコウアゲハの蛹 2008.9.23（山田純稔） 

名誉教授）。「関さんの森をめぐる道路については、市

が進めている直線案と、関さんが提案している迂回案

の、どちらが公共の福祉のためになるのか」と熱くま

とめて語ってくださいました。 

都市に残る『里山』の価値はとてつもなく大きい。

これが主催者・参加者が改めて認識した共通点ではな

いでしょうか？ 私たちはこれからも自信と誇りをも

って活動を続けていきたいと思います。子どもたちの

未来のために・・・。 

 

 

 

 

 

  

関さんの森道路案への賛同署名にご協力いただき、

ありがとうございました。 

関さんの森は、11 月 20 日署名第一次分 25,572 筆、

また 12 月 18 日までの追加分含め、総計 30,526 筆を

松戸市長に提出しました。 

11 月 20 日は松戸市側からは、市民相談室、道づく

り課、社会教育課などから計 13 名、関さんの森側から

は地権者関さんを始め計 21 名、市会議員 4 名、報道

関係 3 社、が参加しました。 

まず署名の趣旨を説明したあと、2 箱分の署名用紙

を手渡し、署名に添えられたメッセージを紹介しまし

た。その後、関さんの森の江戸時代の蔵や門について

の調査結果や、古文書についての見解を説明。さらに、

関さんの森および流山街道（交通量 14,000 台）の NO2

（二酸化窒素）の調査結果から、大気汚染の現状につ

いても報告。最後に、全国から賛同の有識者グループ

「関さんの森応援団」の意見書・メッセージを紹介し、

資料一式を手渡しました。 

市民相談室からは、確かに市長に伝えますとの約束

をいただいて、当日は終了しました。 

なお署名提出の様子は、12 月 1 日ＮＨＫゆうどきネッ

トワークにて放映されました。 

皆様の賛同書名へのご協力に、改めて感謝いたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

関さんの森 

署名 30,526筆を松戸市長に提出 

関さんの森エコミュージアム 武笠紀子 
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八ヶ崎の森からの報告 

里やま応援団一起の会 北山繁 

  

 

 

 

 ２月８日、前日から吹きはじめた北風が待ち合わせ

場所となった八柱駅の改札口を通り抜け、体温を奪っ

ていきました。時計を眺めながら出発時間を待つ参加

者は、森は温かいよねと思っているようでした。参加

者１７人が集まったところで森へ向けて出発しました。

森の小径で植物を観察しながら奥へと進むと、無残に

捨てられたゴミが出現しました。 

 「森の小径とクリーンアップ」は同じ森で過去３回

行ってきました。里やまボランティア入門講座第５期

の修了生が樹林地保全活動を行っているフィールドが

あり、活動の様子を聞くことができました。定期的に

行う活動に参加している隣接の新山町会の役員さんは

「昔に帰った」と挨拶し、森を身近に感じ森とともに

生活できる楽しさを掴み取っている感を深くしました。 

第５期修了生のすがすがしいお話が終えたあとは、

隣の未清掃樹林地にあるゴミの山と格闘です。「すごい

ゴミの量ねーっ！」と感想が聞かれました。短時間で

片付けられるのかと心配でした。レジ袋に入った弁当

殻のプラスチックがほとんどです。「同じ人かしら

ね？」と感想がもれるほど、出てくるゴミが、弁当殻、

グレープジュースの空き箱と判で押したように同じゴ

ミです。 

 弁当殻などプラスチックゴミが百数十食にもなろう

という量でした。２０人がかりで一斉にかかったので

すから、あたりまえなのでしょう。１時間半で地面が

あらわれ、すっかりゴミが片付けられました。作業の

途中で出てきたハサミムシ、ミスジコウガイビルや十

センチを有に超えるムカデも地面にもぐり、安定した

生活に戻りました。 

 ゴミの量は５０リットル入りの半透明の袋にプラス

チックゴミが３０袋、燃えるゴミが１１袋、ブラウン

管テレビが２台、炊飯器が１台、スクーターのタイヤ

１輪、消火器１台、じゅうたん、布団などの粗大ゴミ

が５つ、有害ゴミが１袋、資源ごみが２袋、ガラス・

瀬戸物類が１袋、ビン・缶類５袋、総数で６０と相当

な量でした。 

千駄堀町会（会長＝吉野寅二郎氏）の善意を得てお

借りした千駄堀集会所で参加者に感想を聞いたところ、

ゴミを出さない、なるべく捨てないという気持ちを一

層深くしたという声も聞かれました。 

余談ですが、千駄堀集会所からの帰り道、集積場所

を通りかかると、ゴミ回収紙袋から中身が飛び出し、

カラスの洗礼をうけていました。いやはや集積後の管

理も楽ではありません。 

 今回の観察会では、過去３回のクリーンアップで訪

れた同じ森とは思えないほど見違えるように整備され

た第５期修了生の森に出会うことができました。活動

記録は毎回、近辺の三町会に提出し、主なものはＤＶ

Ｄで残すことも欠かさず行っているとのことでした。

フィールドには周囲の木々を超えるような十メートル

以上はある山桜がそびえ、広場にはテーブルと、丸太

でできたいすが備えられ、憩いのひと時が過ごせる空

間となっていました。人が集うことのできる森が現れ、

近隣の人たちにとって大切にしたい森に出会えたとい

う気持ちが一層深くなりました。 

 

    

 

 

 里やま応援団一起の会が活動している「八ヶ崎の森」

で異変が起こりました。昨年 1 月の活動日、一部樹木

の伐採が業者の手で進められていました。業者に聞く

と、近隣からの苦情を受けた地権者の指示で作業中と

のことで、やむを得ぬ処理と理解しました。しかし、

12月の活動日に森へ入ると、住宅隣接地の樹木が広い

範囲で伐採され、3 分の 1 近くが丸裸になっていたの

です。 

「八ヶ崎の森」は個人 5 名と神社が所有する複数の地

権者構成となっており、私達は地権者の一人を代表窓

2月 8日 観察学習会 23 
「大切にしたい森に出会った」 

報告: 藤田 隆  
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口に、森の整

備・管理に取

り組んできま

した。今回の

事情を聞きま

したところ 

① 発端の伐

採は自分

の所有地

で、近隣と

森の維持管理を配慮しての処置だった。 

② 隣接するほかの住民から相次ぎ伐採の要望が出て、

他の地権者の意向もはかり、住民の費用負担で伐

採することとなった。 

③ 業者は費用負担する住民の意向をふまえ伐採した

ようだが、監督の目が届かず過剰な伐採となって

しまい残念である。 

との見解でした。 

 一起の会としては、この森を子供達に「森の観察の

場」として活用してもらうべく整備し、すでに数回迎

え入れ楽しんでもらいました。現状は観察路をまたが

り伐採された樹木・残骸が残り、処置しようにも私達

ボランティア活動の範囲を超えており、観察はおろか

手が出せない状況です。なお、伐木除去・防災措置な

どは地権者にお願いしております。 

幸い、各地権者とも森として残すことでは合意され

ている様子で、私達としてもこの森を守り育てるため

の復元・再生計画を提案していくつもりです。今回の

事を通して、都市樹林「八ヶ崎の森」を維持管理して

いくには、地権者・近隣住民・市当局(保全樹林地区指

定)と私達が良く理解し合い、連携協調していくことが

大切であると痛感しました。 

 

 

 

 

昨年(０８年)１１月末、地主さんから「ぶどう園」と

の境界木を伐採する話しがありました。約１２０ｍの

間に、胸高径５０ｃｍ以上１１本を含む１８本のケヤ

キ・シラカシが対象です。樹高約３０ｍ、樹齢１００

年超えと思われる大木もあります。 

緑を残すためにボラティア活動をしている我々にと

っても残念なこと、且つこれだけの大木を伐採するの

は“もったいない”、素人目で見ても「ぶどう園」側の

枝落としで対応できないかと思いました。地主さんは

数年前に、かなりの費用を掛けて枝落としをしたそう

です。今回は文書による申し入れがあり、今後のこと

も考えると伐採やむなしとされたようです。都市部の

私有地の森を残す難しさを実感しました。 

今回の我々の対応、今後の課題と思われることは下

記の通りです。 

対応したこと 

・ 地主さんからの依頼により、重機の進入路（ぶど

う園フェンスから６ｍ幅）の確保…三樹の会・金

ケ作の森を育む会及び里やま応援団の協力を戴き

約３００本の竹の伐採）。 

・ 東葛農林振興センターの協力を戴き、建築用材と

して活用の調査立ち合い。 

・ 残したい花実をつける樹木を移植。 

・ 出来るだけ現場に赴き、伐採業者さんと話し、そ

の都度必要最小限の伐採にとどめるように依頼。 

反省と今後の課題 

・ 地主さんの声に積極的に耳を傾ける…私自身、ボ

ーイスカウト松戸６団の野営場として、３１年間、

昨年末亡くなられた小

嶋眞様の先代の小嶋豊

太郎様の時代からお世

話になっています。小

嶋様は、代々子供達の

訓育に理解を頂き、沢

山の便宜を図って呉れ

ています。三樹の会の

活動に於いても森を守

り育てるアドバイスを

戴いています。小嶋眞

様には竹炭作りの指導

も戴きまし

た。こんなに

お付合いさ

せて頂きな

がら、境界木

の苦労を知

りませんで

した。 

・ 緑地保全行

政を後押しするため、緑地環境保全の担当者と密

な関係をつくること…数年前の枝落としと同じこ

とが、我々ボランティアで作業できれば、伐採し

なくて良かったかも知れない。しかし技術的・安

全面で絶対無理です。行政と相談して、巨木・保

護木として残すことの予算措置ができないかと思

います。 

金ケ作の森（三吉の森）の 
ケヤキ伐採に思う 

 三樹の会 早川 勝  

 

 

ケヤキ伐採 前 

 

ケヤキ伐採 後 
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・ 条例、関係法規を勉強し、地主さんと共に緑の保

全を推進して行く…里やま応援団のステップアッ

プ講座が検討されています。ぜひ、テーマに入れ

て欲しいと思います。 

伐採作業は、２月２５日ほぼ完了しました。後始末

の作業量はかなりの量です。 

今後は、後始末と伐採部分を中心に、森の保全活動

で進めてゆきます。 

 

 

 

 

関さんの森道路問題につきましては、いろいろご心

配をおかけしました。 

すでに新聞各紙で報道されておりますが、おかげさ

まで松戸市と地権者関さんとの間で、2 月 5 日基本合

意書の調印がなされ、迂回道路が実現することとなり

ました。ここに賛同署名やご支援いただいた皆様に、

改めて心よりお礼申し上げます。 

なお今後、この基本合意書に基づき細部をつめた上、

2009年8月末までに最終合意書の調印を目指すことと

なります。それまではまだ幾多の課題が残されており

ますので、引き続き皆様のご支援をお願いいたします。 

また「関さんの森道路案賛同署名」ですが、川井松

戸市長に昨年 11 月 20 日 25,572 筆、また今年 2 月 13

日までの追加分含め、最終的に総計 32,037 筆を提出い

たしました。今回の基本合意書をもって所期の目的を

達成いたしましたので、署名活動は終了しました。 

皆様のご協力に心より感謝いたします。本当にあり

がとうございました。 

 

 

 

 応接間の低いテーブルを挟ん

で、小嶋眞さんと私は、互いに

少しうつむき加減で対面してい

た。私は、私たちの思いをどう

伝えたらよいかに逡巡し、小嶋

さんは私たちの申し出にどう返

答したものか戸惑っていた。傍

らでは、この面談の仲介をして

くれたみどりと花の課の高山徹

課長（当時）が、気を揉みなが

ら話の成り行きを見守っている。 

 昨年 12 月 30 日に小嶋さんが

亡くなられたと知って、すぐに

思い浮かんだのが、小嶋さんと初めて会ったときの場

面だった。２００１年の秋ごろだったと思う。 

関さんの森のように市民が維持管理を手伝える樹林

地を増やそうと、みどりと花の課に協力を仰ぎ、フィ

ールドを探し始めてすでに２年が経っていた。もう見

込みなしかと思いはじめたころに、この出会いがあっ

た。私たちの活動は、翌年３月にスタートする。 

小嶋さんは、常に寛容だった。私たちの活動への思

いを受け入れてくれたこともさることながら、思いば

かりが強くて実務的にはど素人にすぎない私たちの作

業を、我慢強く見守り、応援してくれた。 

ときおり小嶋さんから、金ヶ作の昔や小嶋家の来歴

を聞く機会があった。小嶋家は金ヶ作で 270 年以上続

く旧家である。旧家には地域への奉仕者たらんとする

気風があるものだが、小嶋さんの話の端々からもよく

それが感じられた。「土地は自身の持ち物ではなく、子

孫へ引き継ぐべき先祖からの預かり物」とする感性に

も、小嶋さんとのつきあいを通じて教えられた。 

 そのたびに、私たちの活動もそうした文化によって

受け入れられ、成り立っているのだと痛感させられた。

その意味では小嶋さんも私たちと同じように、いやそ

れ以上に篤いボランタリー精神の持ち主なのである。

私たちは、そのことを忘れてはいけない。 

 小嶋さんとの出会いがあった年の前後に、緑ネット

が発足し、緑推進委員会が設置され、ふるさと森の会

ができた。そこから「里やまボランティア入門講座」

が生まれ、里やま応援団が次々に誕生していった。松

戸の緑地保全において転機ともいえるその流れの源に

小嶋さんの存在がある。まだ山林所有者から「無償で

山（森）の手入れをする人間などいるものか」と思わ

れていたころに、樹林をボランティアに開放するとい

う前例をつくった小嶋さんの功績は大きい。 

金ヶ作の森を育む会は当初、関さんの森を育む会の

有志少数で活動していた。１年後、会員を募集して活

動を拡大したいと小嶋さんに申し入れた。私たちの活

動がどう見られているのかが不安で、恐る恐るの打診

だった。だが、小嶋さんはその件を快く了解してくれ

たうえに「いや、本当に助かっていますよ」と礼を言

われた。そのときの笑顔が今も忘れられない。 

小嶋眞様、どうぞ安らかにお眠りください。私たち

はあなたへの感謝の気持ちを、いつも胸の真ん中に据

えて、森を守り育てる活動を続けていきます。 

 

 

 

竹内さんから 06 年(平成 18 年)7 月頃から「大町教

松戸市と関さん 
基本合意書に調印 
関さんの森エコミュージアム 武笠紀子 

小嶋眞さんが遺してくれたもの 
          金ヶ作の森を育む会 高橋 盛男 

竹内 平一郎さんの 思い出 
 大町教育の森の会 深野 靖明 
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観察学習会 25 「生きかえった松戸の水辺を歩く」 

5 月 10 日(日)  ９：３０～１４：００ 小雨決行  

 

集合 ＪＲ松戸駅 西口広場デッキ上   

持ち物 弁当、飲み物、雨具 

参加費 3００円（会員は 100 円）    

お問い合わせ 080-5080-9910 渋谷     

～しぜんのコラム⑥～ 

かわいいエナガ 
 

バードウォッチング歴 30 年を越える私、かつて

エナガは松戸ではめったに見ることはなく、憧れの

小鳥であった。 

エナガの体重はわずか９ｇで、日本では２番目に

軽い鳥。冬期は群れをつくり、「ジュリジュリ…」

と鳴きながら、枝と枝の間を飛び回る。時には小枝

にぶら下がりながら、アブラムシなどを食べる姿が

とてもかわいい。静止することはほとんどなく、カ

メラにおさまったときは感激である。 

 
 エナガ 200７.1.１３（山田純稔） 

 

先日、関さんの森で、エナガが交尾している瞬間

を目撃した。エナガの巣は、コケをクモの糸ではり

あわせて作る。関さんの森には古木が多く、エナガ

の巣材には困らない。きっと森のどこかでエナガの

子育てがはじまるのであろう。 

エナガは近年、松戸でも明らかに増加傾向にあ

る。緑が増えてきたということではなく、エナガ側

にも何か事情があるに違いない。 

（山田 純稔） 

育の森」でご指導を頂きました。千葉県職員のＳ氏に 

ご案内頂き、大町教育の森を最初に観に行ったのは 06

年 4 月 15 日のことでした。この森で保全ボランティ

ア活動をするということになれば地主さん(竹内さん)

を紹介しましょうというお話でした。 

 

最初にお会いした時 83 歳ということでした。昔ばな

しも何回か伺いました。例えば、東葛飾中学(旧制)へ通

うには松戸駅まで徒歩だったとか…、終戦のその日に

実弾入りの銃を渡され警備についたが、そのまま上野

で解散したとか…。 

森の「聞き書き甲子園」(林野庁、文科省、国土緑化

推進機構、NPO 共存の森ネットワーク)というイベン

トがあり、全国から森の名手・名人が 100 人選ばれま

す。竹内さんは 06 年にその一人として選ばれています。

その中で「誰もが自由に山に入れるそれが里山」「やま

の立体化利用」「市民の庭としてのやま」「市川もみじ

の里」「観光農園」などについて話されています。 

「やま」(森林)について竹内さんが仰っていたことで

印象に残っているのは、『森は又来たくなるような気持

ちの良さや景観が大事』、やまの使命役割は時代によっ

て変わってくるので『市民中心の活動が大切』という

ようなことです。ボランテイア活動に理解があり私た

ちを大切にしてくださいました。市川松戸地域でやま

を活用した林業家として最後のお一人だったのではな

いでしょうか。 

ご自宅周りのモミジやまをご案内して頂きながらや

まに対する熱い思いなどを何回か伺ったことがありま

す。自宅周りの広い森や竹林や栗畑などは正に素晴ら

しい景観を実現していました。その付近を歩きながら

色々教えて頂いたことは私にとって本当の宝物になり

ました。まだまだこれからも教えて欲しいことが沢山

あり、余りにも早い突然のご逝去は残念でなりません。

深甚よりご冥福をお祈りしたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

総会のご案内 

左記学習会に引き続

き同所にて「緑のネッ

トワーク・まつど 2009

年度総会」をいたしま

す。会員の方はご参

加ください。 

後列中央が竹内平一郎さん 

田中利勝さんのご案内で、自然
が甦ってきた「ふれあい松戸川」
鮎も棲むという「坂川」周辺を
観察します。午後は千葉大学園
芸学部内 洗心館にて学習会。 
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日焼けも心配されるほどよく晴れた５月１０日、９

時３０分、松戸駅西口デッキには３２名の参加者が集

まりました。案内役・講師の田中利勝さんからコース

の説明があり出発しました。松戸駅から松戸市民劇場

を過ぎ、一平橋手前を左に折れ、善照寺、宝光院裏を

通りきつね橋から旧河岸通りに戻って納屋川岸（なや

かし）の長屋門から堤防を越え、「ふれあい松戸川」

に至りました。「ふれあい松戸川」は、坂川の水を江

戸川下流部にバイパスし、水道の取水が安全にできる

ように、有害物質が江戸川に流出しないよう、多自然

型の動植物の生息空間を作る目的で作られました。対

岸から土砂を運び、水路を作ったものですが、植物を

植えたりせず、自然の力で緑が回復するのを待つとい

うスタイルをとった結果、豊かな自然が蘇りました。

生命力の強い帰化植物が多いのも特徴のようです。オ

オヨシキリやヒバリがさえずり、シナサワグルミ、オ

ニグルミ、ニワゼキショウ、アカバナユウゲショウな

どが観察できました。 

小山で「ふれあい松戸川」と別れ、小山可動堰を観

察、この小山可動堰が坂川浄化に一役かっており、江

戸川は東京湾に流れていくだけではないという一面

を垣間見るのでした。レンガ橋を渡り坂川護岸の桜並 

 

 

 

 

 

木を楽しみました。陣屋口橋手前から水辺の散策路に

降り、松戸神社に至りました。 

 「４８万人都市の駅から７００メートルの距離でオ

オヨシキリの声が聞こえる、こんな豊かな風景はほか

の街にあるだろうか」 

「去年、坂川で２２ｃｍのアユをみつけました」歩

きながら田中利勝さんが口にしたことばです。参加者

からは次のような声も聞かれました。 

「坂川のきたないイメージを一掃しました」 

「通勤で通い慣れた坂川周辺をあらためて見直した」 

「橋の上はよく通っていたが、川面に自然が復活して

いるのを見て感激した」 
日ごろ通勤や買い物で立ち寄るに過ぎない松戸駅。市

内を流れる坂川は水害を繰り返し、生活排水と工場排

水の受け皿となって以来、氾濫と汚濁の代名詞ともな

っていました。松戸市の資料によれば、松戸市は昭和

47 年ごろから河川改修、河川再生、統合河川整備事業

などを行いました。市民レベルでは平成 12 年から「坂

川とまちづくり市民の会」が中心となって河川再生活

動が行われ、水辺空間をまちづくりに生かした活動、

多自然型の川づくり活動などの結果、水辺に降りられ

る空間づくり、カワヅザクラを中心とした並木が整備

されました。 

山橋付近のヤブはハグロトンボやほかの生き物の

生育には欠かせないものです。ヤブや水生植物が市民

の力で保全されていることに感動を覚えるのでした。 

                
 
                              No.25     

緑のネットワーク・まつど 

代表：川上将夫  年会費：1000 円 

連絡先：高橋盛男 047-367-2857 

渋谷孝子 04-7153-5392 

観察学習会 24 

「見つけた松戸のタカラ 

(坂川、江戸川、ふれあい松戸川）」 

報告: 藤田 隆  
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（BOD は(Biochemical Oxygen Demand：生物化学的酸

素要求量)といい、水がきれいであれば分解するときの酸

素の量は少なくてすみ、逆に汚れていれば酸素の量は多

く消費される。この性質を利用して、河川の水質がどれ

くらい汚れているかを測る指標として BOD 値が設けら

れている。BOD 値が 10mg／リットル以上で悪臭の発生

等がみられる。＝環境 goo より） 

 

 

 

 

関さんの森道路問題につきましては、いろいろご心

配をおかけしております。前回の通信で、「松戸市と地

権者関さんとの間で、2 月 5 日基本合意書の調印がな

され、迂回道路が実現することとなりました。」ことを

お伝えしました。今回はその後の経過をお知らせいた

します。 

1. 道路設計の進展状況 

⚫ 4 月 6 日～8 日の 3 日間、松戸市による測量・土質

調査が行われました。これは道路設計のための基

礎調査で、このデータを元に市は具体的な設計図

の作成に取り掛かりました。 

⚫ 5 月 19 日以降数度の協議の中で、市が関さん側に

対し、道路設計案を提示しました。これについて

は現在も、松戸市と関さん側（地権者関さん、弁

護士、関さんの森を育む会、関さんの森エコミュ

ージアム、埼玉県生態系保護協会）との間で話し

合いが続いており、まだ結論は出ておりません。（6

月 25 日現在） 

⚫ 従って今後も、2 月 5 日の基本合意書に基づき、8

月末の最終設計図完成を目指し、引き続き協議が

続きます。 

2. 市による計画道路上の樹木調査 

⚫ 5 月 19 日－20 日、市による樹木調査が行われまし

た。 

⚫ 巨木であるケンポナシやエノキの調査が主な目的

で、市職員の他、専門の樹木医も立会い、詳細な

調査を行いました。この調査を参考に、具体的な

移植の計画・実施を行うこととなります。特にケ

ンポナシは樹齢 200 年をこえる古木ですので、極

めて困難な移植作業となります。移植が成功する

よう、どうか皆さんも応援してください。 

3. 大気汚染調査 

⚫ 5 月 22 日、関さん側から松戸市へ、二酸化窒素調

査結果の報告を行いました。 

⚫ この調査は、昨年 2008 年 10 月、及び 12 月に、

市川の空気を調べる会（代表鈴木一義さん）の協

力により実施されたもので、迂回道路が開通した

場合の想定される大気汚染の内容がまとめられて

います。 

⚫ 極めて具体的な数値を元に作成された報告書であ

り、説得力あるものと思いますので、道路設計に

反映させるべく、市に働きかけを行っています。 
 

以上が現在（6 月 25 日）までの進展状況です。 

道路問題ではいまだ大きな課題が残されており、松

戸市との協議は今後も続きます。引き続き皆様のご協

力・ご支援を心よりお願いいたします。 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２年前のことでした。“子どもたちに森を残したい”という

「関さんの森」の関さん姉妹にものすごく感動したことが、

私を突き動かしました。 

 アオバズクがアカガシの木に止まって夕方鳴いていたよ。

１００年桜は毎年たっぷりと花をつけ、２００年も生きている

柿の実の甘い事、キンモクセイの花が咲き終わると一面の

オレンジ色になる生け垣の前、青竹は真っすぐ空に伸び

恵みの竹の子はみんなの御馳走となる、そしてケンポナシ

頑張ってと祈ります。 

 そんな所に道路を通してはいけない・・・残したい。合唱

団として音楽で応援しょうよ、したいねと何回も話し合いを

しました。企画計画とプロの方々の応援も得て、市民含め 

“１００人のミュージカル” がたくさんの努力の結果出来ま

した。 

 そして5月16日、いよいよ森のホールでの公演。“空に太

陽 雲はながれ 街に緑輝き・・・”と若者たちの輝くような 

ダンスから幕が開きました。“いま私たちに できることは

何・・・あきらめないで”と歌い上げ、会場の手拍子と拍手に、

“ぼくらのエコミュージアム・・・”と歌う私たちも共に感動した

のです。 

 ホールのロビーは森の木と「関さんの森」の展示で飾り、

創作ミュージカル 

「幸せ谷 いのちの森物語」に取組んで 

東葛合唱団はるかぜ 太田幸子 

関さんの森 その後の経過 

関さんの森エコミュージアム 武笠紀子 

今年創立 20 周年を迎えた東葛合唱団はるかぜ。 

5 月の記念コンサートでは、関さんの森をテーマ

にしたミュージカルを森のホールで公演しまし

た。団員の皆さんはいつも熱心に関さんの森を応

援してくださいます。そんなお一人である太田幸

子さんから文をお寄せいただきました。 
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プロの方達に差し上げる花束も森の恵でつくりました。たく

さん方々からおほめの言葉を頂き、そして“生きていてよか

った”と言ってくださった関さんの言葉に、涙があふれまし

た。 この森は、たくさんの人たちの良心と見識をつなげ、

花咲かせるところだと思いました。みなさん、ありがとうござ

いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この会の設立日は 2008.6.3です。会員は松戸里やま応

援団グル-プの 6団体(一期～6期)が会員です。団体会員

ですが、運営などは他のグル-プと同じです。只、会員は

何人ですかと聞かれた場合、答えに窮します。 

森は 724 ㎡なので所謂お楽しみ会等も含めたフィ-ルド

活動としての森ではなく「労働提供型」の森と位置づけて

取り組んでいます。八幡神社の参道脇という立地ですので、

「参道にふさわしい森」にしようということで取り組んでいま

す。 

この会は地主さんの要望もあり、協定を結んでから作業

に取り組むということになり、千葉県里山条例に基づく「里

山協定」を地主さんとの間で締結しました。県の堂本知事

から 99番目の「里山活動協定認定書」を頂いています。 

これからの里やま保全活動は、森の所有者とボランティ

アとの間でなんらかの書面での約束事を取り交わして進め

られる形になれば良いと思います。その意味で八幡腰の

森の地主さんに大変感謝しております。 

 

 

 

 

私たち一期生が入門講座を受講したのは 2003 年(平成

15 年)で、松戸里やま応援団を修了者全員で設立し活動

を始めたのは翌年春のことでした。 

森を子供たちに残したい等と活動を始めて早くも 6 年目

に入ります。その間都市部樹林地の減少傾向には歯止め

がかかっていません。ガムシャラに汗を書きながら、いろい

ろな保全活動に参加し、大いに楽しんできましたが、結果

的にほとんど何の効果もない状態です。我々の立場は依

然として「ふけば飛ぶような存在」が続いています。 

なぜなんでしょうか！当然、森林を思うのは数十年単位

であり 5年や 10年で答えを求めるのは早急すぎるかもしれ

ませんが、それでも、このままの活動だけでいいのだろうか

との疑念が生じます。 

私たち市民にできることが他にも何かあるのではないで

しょうか？それって何でしょうか？チョットばかりみんなで

「ステップアップ」して考えみようよ。一人の百歩より 100 人

の一歩前進に期待して分からないことだらけでも取り組ん

でみよう！楽しくなくてはボランティアではないかもしれま

せんが、たまには楽しくないことにもチョットだけ取り組んで

みようよ…と。 

この取り組みも「合意すれども強制せず」の精神で、今

年はできることからスタ-トすることになりました。どうぞご支

援をお願いします。 

公園は、3 年前の 2006 年４月に開園しました。根木内

歴史公園サポーター（根っ子の会）が毎週金曜日に公園

維持作業とミーティングを行い、毎月不定期に調査観察

会および年間 5回のイベントを開催し、活動しています。 

現在、市の協働事業で「皆でつくる根木内歴史公園」

を推進しており、市民（根っ子の会）と行政（公園緑地課）

が取り組んでいる活動を継続発展させていきたいと思

い、「根木内歴史公園ボランティア体験講座」を実施する

運びとしました。 

公園には、歴史遺産、緑の拠点、市民の憩いと学習の

場など、さまざまな顔があり、市民が何らかの形で公園に

かかわるといっても、それぞれがバラバラの立場、考え方

で臨んだのでは、よい公園にはならないと考えています。

目標や課題を共有し、相互理解を深めて、行政だけでの

運営・維持管理では行き届かない部分を「みどりの市民

力」を推進することによって、広く市民に愛され活用され

る公園になることを目指しています。 

根木内歴史公園ボランティア体験講座 

全 5回の開催        三嶋 秀恒 

里山ボランティア 

ステップアップ講座について 
深野 靖明 

 

「八幡腰の森の会」の特徴について 

深野 靖明 
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夏にはボランティアによって森で色々なイベントが予定さ

れています。（参加や見学の希望、詳しい内容は担当者

に問合せてください。） 

★７月１９日（日）「そうめん流し」10 時～13 時、森

の作業の後に竹のうつわで流しそうめんを楽しみます。

【関さんの森を育む会】参加費 100 円（山田 346-2878） 

★７月２６日（日）第４回「森の楽校」森の探索や「森

の恵み」探し、丸太切りや自分で書いた木の名札つけ

など。５歳以上（保護者同伴）。【囲いやま森の会】（野

口 345-6086） 

★８月３日（月）「虫ハカセになろう」柄澤先生と根

木内歴史公園 【根っ子の会】（三嶋 343-8041） 

★８月２２日（土）「虫と遊ぼう」森で思いっきり虫捕

りを。【大町教育の森の会】。（渋谷 04-7153-5392） 

★８月２３日（日）「樹木博士」 樹木の博士になれる

よう、子供達に楽しくチャレンジしてもらいます【関

さんの森を育む会】（木下 346-4807） 

★８月２５日（火）「夏休み工作づくり」根木内歴史

公園（詳細未定）【根っ子の会】（三嶋 343-8041） 

★そのほか多くの森で松戸市民活動サポートセンター

主催「Let’s 体験」のボランティア受け入れも行う予定

です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～しぜんのコラム⑦～ 

お菊虫のその後 
 

23号で紹介した、関さんの森の「お菊虫」(ジャ

コウアゲハの蛹)。未確認のウマノスズクサ(食草)

は、春になってから田中玉枝さんが発見しました。 

一方、蛹５つのうち１つは寄生バエ(ブランコバ

ヤドリバエ)の餌食になりましたが、残り 4つは 5

月になって無事に羽化。下の写真は、5月 14日に

羽化したメスのジャコウアゲハです。 

 

 チョウはメスの方が遅れて羽化します。メスが現

れたら交尾して産卵。熊野権現のウマノスズクサ

群落を探すと、5 月下旬から 6 月上旬には、卵や

幼虫をたくさん確認することができました。 

右の写真は、終齢幼虫。そ

の後、蛹「お菊虫」となり、

7 月には次世代のジャコウ

アゲハが羽化します。 

都市に残された小さな森

で命をつないでいきます。 
 

(山田純稔) 

総 会 報 告 

5 月 10 日、観察学習会終了後、2009 年度の総会が

行われました。新入会の方々もご参加頂き、和やか

な雰囲気の中、2008 年度事業報告・決算報告、2009

年度事業計画・予算とも原案通り承認されましたこ

とをご報告いたします。 

 

観察学習会 26 再発見！ガーデンシティー「常盤平」  小雨決行 
 

団地創設半世紀の常盤平は豊かな緑に包まれ 

斜面林にはヤブカンゾウが咲く・・・ 

涼しい木蔭を歩きながら、 

まちと緑について考えてみませんか 

7 月 12 日(日)  ９：３０～１４：００ 

集合 新京成線 常盤平駅 改札口    

持ち物 弁当、飲み物、雨具 

参加費 3００円（会員は 100 円）    

お問い合わせ 080-5080-9910 渋谷 

※終了後の定例会にもご参加くださいませ。 

次は８月８日(土)17：00～テント小屋（市役所前）       

緑のネットワーク情報・夏休み特修 
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 うす曇に時折晴れ間がのぞく梅雨明け間近の７月 12

日、9 時 30 分、常盤平駅には 34 名の参加者が集まった。

常盤平団地入り口で、本日歩くコースの説明を受け、出

発した。団地入り口には、「日本の道百選」の「常盤平

さくら通り」と「新・日本の街路樹」に選ばれた「ケヤ

キ通り」の碑がある。昭和 35 年に誕生した常盤平団地

とともに成長し、市民の癒しの並木道は松戸市を象徴す

る緑の空間でもある。 

 当時、田畑や林しかなかった金ケ作地区に約 5000 戸

の大規模団地が完成した。首都圏を中心に団地造成が急

ピッチで進められていた。中でも常盤平団地は一棟と一

棟との空間に小公園、小広場の造作、メタセコイア林、

アカマツ林などの植栽、個人の生活空間に配慮した理想

的な団地であり、あとにも先にも緑地帯を取り入れた団

地造成は稀有のことだったと記録されている。 

 ケヤキ通りをしばらく行くと道は下り、右手に星型住

宅が見えてくる。団地が造成されつつあった当時、星型

住宅はどの団地でも見られた。各戸に日当たりがよく、

プライバシーが保たれるコンセプトが受けたようだ。星

型住宅を後にして、「しょうぶ公園」へ向かう途中、花

盛りのトウネズミモチ、メタセコイアをしばし観察した。 

「しょうぶ公園」わきの道路は造成前、金ケ作公園下

を水源とする小川で、その先は河原塚の春木川へとつな

がり、周りには水田があったと記されている。「しょう

ぶ公園」も自噴する池があったが、池は埋められ、植え

られた「ショウブ」が名を残すだけとなっている。東側

斜面には貝の地層が見られることで有名だ。 

「しょうぶ公園」の西側に「斜面林」が団地と背を接

するように続く。チダケサシ、アキカラマツ、アキノタ

ムラソウが花盛りで、センニンソウは白い花を待ってい

るようだった。オカトラノオが時折、白い花房を見せ、

暑い夏を思わせるオレンジのヤブカンゾウが彩りを添

えていた。道路をひとつ隔てると斜面林は「さくら公園」

へと続き、野草の群れはサクラ、ヒノキ、サワラ、スギ

の林に引き継がれ、今はやや暗い落ち着いた林を形成し

ているが、公園の名からして、サクラの季節の賑わいが 

楽しみな公園だ。 

 

「斜面林」を後にし、東北方面へ進むと常盤平第一小学

校が見えてくる。校門前にはなぜかタラノキが植えられ

ている。団地内の小広場と樹木を観察の後、「子和清水」

へと向かった。「ケヤキ通り」と「鮮街道」に挟まれた

30 坪ほどの三角地帯に「子和清水」があり、小林一茶の

句碑と「親はうま酒、子は清水」の碑がある。昭和 30

年代までは豊かな水を湛えていたようだ。エンジュが白

い花を咲かせ、甘い香りを漂わせていた。 

「子和清水」隣には常盤平中学校があり、校庭から部

活動の声が響いていた。中学校からしばらく北上し、エ

ンジュ通りを渡り「金ケ作公園」に到着した。「公園」

入り口は鬱蒼とした森の雰囲気でユリノキ、トチノキ、

オオタカが営巣していたというヒマラヤスギが 10 メー

トルを遥かに超える高さにまで伸び、森の風景を醸し出

している。公園内のグラウンド側にはオーストラリアか

ら送られたユーカリの樹列が周囲の木肌とは異なった

雰囲気になっている。カジイチゴの大きな葉に目を遣り

ながら、金ケ作公園から本日のゴールである常盤平中央

商店街に到着した。 

昼食時には、日本住宅公団（当時）が製作した常盤平

団地建設過程の貴重な映像を鑑賞した。 

午後の学習会は、中央商店街をベースに月一回のペー

スで、市民のお祭り「トキサイ」を開いている常盤平地

域活性隊の主催者三羽士也さんからお話を聞いた。三羽

さんは、来年 50 周年を迎える常盤平団地の老朽化、年

老いた街というイメージを払拭したいと「トキサイ」へ

の思いを語った。中央商店街の広場を使ってイベントを

仕掛けた。イベントで地域が変わるかと自問自答しなが

らも、イベントを仕掛ける思いは変わらなかった。人が

集まり、コミュニケーションが始まり、たまり場ができ

ると自然とイベントにつながり、やがて、大きなイベン 
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「再発見！ 

 ガーデンシティー常盤平」 

報告: 藤田 隆  

                
 
                               No.26     

緑のネットワーク・まつど 

代表：川上将夫  年会費：1000 円 

連絡先：高橋盛男 047-367-2857 

渋谷孝子 04-7153-5392 

斜面林にはオカトラノオやアキノタムラソウが咲く 
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トに広がる。月一回のイベントは20回以上続いている。

第一回は常盤平中学校卒業生のグループにお願いし、そ

の後、音楽イベントにこだわらず、アートワーク、「秘

密基地を作る」など企画は続いてきた。地域を変えたい

と集まってきた市民の皆さんのアイデアを集めたもの

で、市民力が地域を変えると語る三羽さんの思いが伝わ

ってきた。 

学習会の最後に参加者の声を聞いた。「今日のコース

を歩いてみて気持ちが良かった」と問いかけたところ、

ほとんどの方の手が上がり、「この次も緑の多いコース

を歩いてみたい」が約 6 割と、観察会のコースは好評だ

った。老朽化する団地の活性化については、森の中の団

地、ガーデンシティーというイメージで周辺の住民をひ

きつけるようにすれば、活性化するのではないかなどの

感想が聞かれた。 

  

 

 

 

皆さんこんにちは。「小浜の森の会」の代表を務めま

す角田（つのだ）と申します。当会は松戸市の「里やま

ボランティア講座（‘08年）」の６期生１３名が今年の

４月に立ち上げた里やまの会です。市役所のみどりと花

の課の方々、みどりをこよなく愛する先輩諸氏、また何

よりも地主さんのご理解の下、６月から高塚新田近くの

“小浜屋敷の森”を活動の場としてスタート致しました。

都市近郊にかろうじて残る貴重な緑地に対し、適度に手

入れを行うことにより、自然に溢れた憩いの森を身近に

取り戻して、次世代に伝えたいと取り組んでおります。

活動日は毎月第２金曜日と第４木曜日の２回で、１０時

～１３時が活動時間となっています。 

自然の中で汗を流し、仲間と一緒に昼食を摂りながら、

将来の森の姿を語り合ったり、ときには飲み会で親睦を

深めて、楽しい時間を過ごしております。現在の森は手

入れが行き届かないため、ゴミが多く散乱し、光も届か

ず、風通しも悪い、荒れた寂しい樹林地となっています。 

ゆっくりですが、花が咲き、実が成り、鳥が鳴き、生き 

 

ものが集まる明るい森に変えていきたいと思っており

ます。 

 ９月１１日（金）、森のお披露目会にも多数の皆様の

ご参加を頂き、ゴミ掃除を中心に活動し、あわせて諸々

のアドバイスを頂戴致しました。積年の垢を落とし、さ

っぱりとした風呂上りの気分で、森もさぞかし喜んでい

る事と思います。改めて関係者皆様のご支援に感謝申し

上げる次第です。 

 今後も着眼大局・着手小局の旗印の下、会員相互のス

キルアップをはかりながら、森づくりの活動助成申請や

近隣の皆様との協働作業なども行い、活動のネットワー

クを広げていきたいと思っております。また、一緒に森

づくりをやりたい方、会へのご参加をお待ち致しており

ますので、お気軽に見学などにお出かけ下さい。 

 

 

 

関さんの森道路問題につきましては、いろいろご心配

をおかけしております。すでに新聞などで報道されまし

た様に、9月 10日、松戸市と地権者関さんとの間で最終

合意書（覚書）の調印がなされました。これにより迂回

道路の線形が確定し、土地収用法に基づく直線道路の手

続は中止となりました。 

 この結果、関さんの自宅庭の門・蔵、生垣、熊野権現

も含め、2.1 ヘクタールの里山「関さんの森」は大部分

がそのまま残されることになりました。 

 今年の 2月 5日に基本合意書が調印された後、松戸市

と関さん側（地権者関さん、弁護士、関さんの森を育む

会、関さんの森エコミュージアム、埼玉県生態系保護協

会、道路専門家他）の間で何回も協議を重ねた結果、よ

うやく最終合意

に到達すること

ができました。 

 調印式後、関さ

んは「ここまでこ

られたのは支援

してくださった

皆さんのおかげ

です。これから工

事が始まります。行政、市民、専門家が連携し、動植物

や生態系への影響がより少なく、生きものたちが増えた

といわれるくらいの道づくりができることを願ってい

ます」と感想を述べました。本当にながい道のりでした

が、これまでの皆様のご協力・ご支援に対し心よりお礼

申し上げます。 

 今回の最終合意を受けて、今後は道路予定地上の樹木

の移植（例：ケンポナシ）や大気汚染対策などの課題へ

里やま応援団６期 小浜の森の会 

小浜の森の会 代表 角田安弘    

関さんの森 最終合意書調印 

関さんの森エコミュージアム 武笠紀子 
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の取り組みが必要となります。 

 なお、最終合意の詳細や今後の課題につきましては、

次回の通信にて改めて詳しくご報告いたします。引き続

き皆様のご協力・ご支援を心よりお願いいたします。 

 

 

 

 

「レッツ体験」は、まつど市民サポートセンターが夏

休みをつかって、市内の中学生～大学生２０歳代までの

方を募集してボランティア体験を

提供するプログラムです。子どもた

ちと遊ぶ活動や障害者・高齢者との

交流、自然を守る活動、保育士さん

のお手伝い、地域のお祭りを盛り上

げる活動などから、自分の好きなも

のを選んで参加でき、参加した方に

は、松戸市長発行の参加証がもらえ

るそうです。 

 今年は、みどり関係団体では「金

ケ作の森を育む会」が７名、「囲いやま森の会」が３日

間で延べ１２名、「三樹の会」が４日間で延べ２３名の

受入を行いました。 

プログラムは、まず自己紹介と森の生い立ちやなぜ三

樹の会が森の保全活動をしているのか？森の観察会で

は森の特徴や豊かな森の条件などの説明をしながら一

周し、作業体験では孟宗竹の伐採、枝落とし、竹を切断

して保管場所に運ぶ、竹割り体験、リヤカーを使用して

伐採木の片付けを行い午前中の作業体験は終了、その後

みんなで昼食。午後は楽しく竹細工など工作作りをして

全て終了となる。 

三樹の会は今年で３回目になりますが、最初の年に中

学１年生で来た男子生徒が昨年も友達を誘い参加、今年

も彼は三吉の森でノコを腰に吊して元気に孟宗竹を伐

採して竹を割っていました。 

 三日目に参加した女子中学生のグループは、日焼けし

そうなどと言っていたが、ヘルメットを付けてノコの使

い方などスタッフから指導を受けながら竹林で初めて

１５ｍ以上もある大きな孟宗竹を切り感動したり、携帯

電話片手に記念撮影したりヤブ蚊と戦いながら楽しく

活動していた。 

最後に参加した子供たちから感想を聞いた、その中に

他でもボランティア活動に参加した子が「ここは自然の

中で体を動かし本当のボランティア活動をした感じが

する」また、「自然とふれあいが出来楽しかった」「来る

途中に車が沢山通っているし近くにマンションもある、

しかしこんな近くに大きな森がありすごいと思った」

「森とふれあい、おじいちゃん、おばあ

ちゃんとふれあい楽しかった」「竹切り

が出来てとても楽しかった」「焼き芋が

したかった」など感想があった。 

「帰ったら都会で少なくなったこんな

森を守っている人達がいることをお父

さんやお母さんに伝えて下さい」とスタ

ッフからのお願いをして終わりました。 

３年間毎年来た本当に竹割の好きな

中学生は高校生になっても来るかな？ 

将来一人でも多くの子供たちが「みどり」に関心を持

ち大切な自然を未来に残すことに努力する事を希望し

ます。 

最後に今年は４回もレッツ体験受け入れにご協力頂

いた仲間に感謝します。 

 

 

 

 

 

新聞紙上等では地球温暖化や生物多様性、環境税など

里山保全ボランティア活動に追い風の文字が並んでい

ます。しかし、現実にはなかなか効果的な活動ができて

いないのが現実のように思います。樹林地所有者の善意

やボランティア活動だけでは樹林地(森)は子供たちに残

せないのではないでしょうか？このままの活動を続け

るだけでいいのでしょうか？どのような活動にしてい

けばいいのでしょうか？どうすればいいかみんなで考

えてみよう…というようなことでステップアップ講座

は始まりました。 

 みんなで案を出し合って「表」に纏めてみると、①技

術と安全、②里山と自然、③法制と行政策の 3 本柱にな

っていました。技術と安全は 3 回、里山と自然は 2 回、

法制と行政策は3回を予定することになっていたところ、

生態学についてはどうかと言って下さる方がいて、これ

も組み入れようということになり全9回計画となりまし

た。現在はその内 4 回が修了しました。 

「里やまボランティア  

ステップアップ講座 2009」が始まって 

深野靖明  

 

夏休み レッツ体験  

三樹の会 山下正徳 



緑ネット通信 26 号 

 

 

- 4 - 

只、始まる前は本当に参加者がいるかどうかなど不安

も多々ありました。里やま応援団の中も 1 期生～6 期生

まで経験の差や方向性や問題意識も多種多様であり、今

さら勉強会などに参加してくれるだろうかと不安で一

杯でした。 

始めてみると第一回は 32 名、第二回は 22 名、第三回

は 23 名、第四回は 26 名の参加がありホッと胸をなでお

ろしたところです。 

 最後に、この講座や里やま応援団グル-プ連絡会なども 

他の活動団体の方々にオ-プンにしています。現在里山活

動を行っている方々の参加を歓迎しています。 
 

ステップアップ講座の今後の予定 

⑤9 月 29 日(火)「北総の自然/樹木」10:00～15:00アウ

トドアセンタ-管理棟 9:50 集合  

⑥10 月 7 日(水)生き物たちと相談しながら森をつくる-

生態系の管理法-14:00～17:00ゆうまつど  

○いずれも参加費 300 円 申し込みは深野（388-0200） 

kattejin@koalanet.ne.jp 

 

 

 

夏にはレッツ体験のほかにも色々な催しが行われました。

公園ではできない森での自然体験は、街に住む子ども達の

心の宝物になることでしょう。森とそこで活動するボランティ

アの両方の存在が可能にしたことですね。 

★７月 25 日（土）「そうめん流し」 

松戸市立根木内中学校の科学部員８名と顧問の先生

が来て、自分達で青竹から器と箸を作り、そうめん流し

を楽しみました。もちろん自然観察も！（関さんの森を

育む会） 

★７月２６日（日）第４回「森の楽校」 

 レッツ体験の中

学生 2 名と 15 名

の親子が森探検、

森遊び、丸太切り

など、公園では楽

しめない体験を楽

しみました。（囲い

やま森の会） 

★８月３日（月）「虫ハカセになろう」 

今年で 3年目の開催。88名の親子が参加して公園の芝

生広場や湿地で虫を捕まえて、色々な虫の観察をしました。 

柄澤先生の楽しいお話で盛り上がりました。（根っ子の会） 

★８月２３日（日）「子ども樹木博士になろう」 

23名の小学生が森林インストラクターの案内で 20種

類の木とともだちになりました。最後に試験を受けて６

級～3 段の認定証もらいました。（関さんの森を育む会） 

★８月２５日（火）「夏休み工作づくり」 

恒例の夏休み作品づくりです。81名の親子と里やまボ

ランティア活動の仲間たちが 計116名。竹トンボや竹笛など

の竹細工・ヨシズ編み・鳥の巣箱づくり・水鉄砲や竹舟の水

遊びなどを楽しみました。想定を超える参加者で、用意した

材料が足りなくなるくらいの盛況でした。（根っ子の会） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

緑のネットワーク・夏休み報告 

～しぜんのコラム⑧～ 

キノコの上にキノコ 
 

8月 28日のこと。溜ノ上 

の森の維持管理作業を終え 

た渋谷孝子さんから、添付 

ファイル付きメールが届く。 

添付ファイルはヤグラタケ 

の写真。こんな見事なヤグ 

ラタケ、見たことがない。 

多くのキノコは、土の上や枯れた植物上に生え

る。しかし、昆虫やクモに生えるキノコ(冬虫夏草)

もあるのだから、キノコに生えるキノコがあって

も不思議ではない。 

ヤグラタケ(キシメジ科)は、クロハツなどベニ

タケ類に寄生するキノコで、夏～秋に発生する。

それと、ふつうキノコの胞子は傘の下のひだにで

きるが、ヤグラタケの場合はそれに加えて、傘の

上がキナコ状にくずれ、それも胞子として飛散し

ていく。何とも不思議なキノコである。 

この見事なヤグラタケの実物を見たくなって、

渋谷さんに問い合わせてみた。「丸太椅子の上に置き

っぱなし…」というので、さっそく翌朝行ってみたけれ

ど、見つからなかった。残念!!     (山田純稔) 
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「富士川から本土寺斜面林＊市境のみどりをたずねて」 

田園風景と流山の斜面林、幸田湧水・・・午前は自然観察、午後は室内で身近な緑についての学習会 

10 月 11 日(日)  ９：３０～１４：００ 小雨決行  

集合 JR 常磐線 北小金駅  持ち物 弁当、飲み物、雨具 参加費 3００円（会員は１００円）       

お問い合わせ 080-5080-9910 渋谷  ※終了後定例会をいたします。どうぞご参加ください。   

mailto:kattejin@koalanet.ne.jp

